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thymidine・3H autoradiography によって clusterformationは mitosis によることも明らか
になっている． しかし終末期においては全層に亘って細胞密度は低下し，遂には軟骨細胞は消失す
る．
Safranin 0染色のような組織化学的方法を用いると， 変性軟骨基質の glycosaminoglycans 
(GAG）の滅少を知ることができる．基質内 GAGは変性の進行とともに表層から減少して深層に
及ぶが．軟骨細胞周囲の基質interterritorialmatrixでは相当末期まで safraninO染色は陽性
である． 基質 GAGの半減期を従来信じられていたように約8日ではなく， 200～300日と考える
と，この現象を説明しやすい．
このように GAGの減少は変性関節軟骨の最も顕著な生化学的変化であるが， その主体が chon-
droitin sulfateか Kerato sulfateか，あるいは両者の減少であるかは未だ意見の一致をみない．
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α2のような (3componontsがみられ， これには lysosomalenzymesが関与するといわれる．
すなわち変性関節軟骨においては基質の変性が克進するだけでなく， 基質合成能も変化し，こと
に幼若な形での合成が行なわれることがわかる．
変性関節軟骨の DNAおよび GAG合成能は形態学的変化が進むとともに冗進するが， ある点
を越えると急激に低下する．すなわち・＇ pointof no return，，が存在する．いま関節軟骨を 1つの
代謝系 metabolicunitヒ考え細胞相と基質相とに分けると，変性という刺戟が成熟完了後“off”と























従って変形性関節症の治療に際しては，関節を器官としてとらえ (jointas a organ), その
remodelingを促進するような方策をとるべきことは言をまたないー その方策の可能性と合理性を
追究するためには，その病像 (joinras a tissue）ど病態（joinras a metabolic unit) どの理
解と究明が不可欠であることは当然であろう．
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